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大
田
市
未
来
展
望

　
　
　フ
ォ
ー
ラ
ム

   
総
合
的
な
人
口
減
少
対
策

　
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
人
口
減

少
対
策
を
最
重
要
課
題
と
位
置
づ

け
、
定
住
促
進
や
雇
用
対
策
、
結

婚
・
出
産
・
子
育
て
支
援
な
ど
の

施
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
状

況
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
状
況
を
受
け
、
改
め
て
実

態
の
調
査
分
析
と
対
策
の
方
向
性

を
見
出
す
た
め
「
総
合
的
な
人
口

減
少
対
策
」
に
着
手
し
ま
し
た
。

　
調
査
分
析
の
専
門
機
関
で
あ
る

「
持
続
可
能
な
地
域
社
会
総
合
研

究
所
」（
益
田
市
）
の
協
力
を
得

た
ほ
か
、
子
育
て
世
代
が
中
心
の

「
調
査
検
討
委
員
会
」
で
方
向
性

の
議
論
を
重
ね
ま
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
冒
頭
、
大
田
市

長
は
「
人
口
減
少
問
題
に
対
す
る

特
効
薬
は
な
い
。
価
値
観
や
生
活

様
式
が
多
様
化
す
る
な
か
、
長
期

的
な
視
点
で
施
策
を
有
機
的
に
連

動
さ
せ
る
取
り
組
み
が
求
め
ら

れ
る
。
明
る
い
未
来
を
展
望
で
き

る
よ
う
、取
り
組
み
を
推
進
す
る
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

   

調
査
分
析
結
果
の
報
告

　
第
１
部
で
は
「
持
続
可
能
な
地

域
社
会
総
合
研
究
所
」
の
藤
山
浩

所
長
が
、
調
査
分
析
の
結
果
を
報

告
し
ま
し
た
。

　
統
計
デ
ー
タ
の
分
析
に
よ
り

「
人
口
減
少
の
進
行
は
地
区
に
よ

り
差
が
あ
る
」「
近
年
、
転
入
超

過
や
30
代
女
性
が
増
加
し
て
い
る

地
区
も
あ
る
」
こ
と
な
ど
が
判
明

し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
各
地
区
の

実
態
に
応
じ
た
対
策
が
必
要
と
指

摘
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、ア
ン
ケ
ー
ト
分
析
で
は
、

「
回
答
の
半
数
が
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者

　
加
速
す
る
人
口
減
少
問
題
に
関
す
る
調
査
分
析
結
果
の
報
告
に
あ
わ

せ
、
市
全
体
で
将
来
を
考
え
る
契
機
と
す
る
た
め
、
３
月
30
日
、
県
立

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
あ
す
て
ら
す
で
「
大
田
市
未
来
展
望
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
開
催
し
、
約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

の
た
め
人
口
は
流
動
的
」「
パ
ー

ト
ナ
ー
と
の
出
会
い
は
半
数
が
市

外
」「
独
身
者
の
６
割
が
積
極
的

な
婚
姻
意
思
を
持
つ
が
、
経
済
面

や
育
児
面
で
の
不
安
を
持
つ
」
な

ど
の
傾
向
の
ほ
か
「
高
校
生
は
大

田
市
に
愛
着
が
あ
る
一
方
、
居
住

意
向
は
低
い
」と
紹
介
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
分
析
結
果
を
踏
ま
え
、

世
代
を
繋
ぎ
未
来
へ
の
希
望
を
共

に
育
て
る
４
つ
の
場
の
充
実
を
提

案
し
ま
し
た
。

①
働
く
場
〜
仕
事
と
家
庭
の
両
立

②
交
流
の
場
〜
地
域
を
超
え
多
様

　な
価
値
観
を
持
つ
人
が
集
う

③
地
元
の
場
〜
地
域
の
歴
史
文
化

　を
守
り
住
民
の
繋
が
り
を
強
化

④
居
住
の
場
〜
安
全
で
快
適
な
生

　活
を
実
現
す
る
基
盤

　
会
場
か
ら
は
、
人
口
減
少
対
策

に
は
外
国
人
と
の
関
わ
り
を
考
慮

す
べ
き
と
の
指
摘
や
、
将
来
の
消

滅
可
能
性
を
危
惧
す
る
意
見
な
ど

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

   

調
査
検
討
委
員
会
の
報
告

　
第
２
部
は
、
分
析
結
果
を
踏
ま

え
今
後
の
方
向
性
を
審
議
し
た

「
調
査
検
討
委
員
会
」
か
ら
、
委

員
会
の
開
催
報
告
と
、
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　
村
岡
委
員
長
（
島
根
県
立
大
学

講
師
）
は
、
年
５
回
開
催
し
た
委

員
会
で「
現
行
施
策
の
評
価
」「
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
ア
イ
デ
ア
出

し
」「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
検

討
」
な
ど
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形

式
で
議
論
・
検
討
し
た
こ
と
を
報

告
。
委
員
会
で
議
論
し
た
４
つ
の

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
が
、
３
人
の

委
員
か
ら
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
市
全
体
や
各
地
区

で
の
取
り
組
み
の
参
考
に
な
る
プ

ラ
ン
の
提
案
を
、
興
味
深
く
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

提案者：尾崎 楓　委員

◇発表者
　村岡 詩織 委員長（島根県立大学 講師）
◇提案者
　尾崎 楓 委員
　（帝人コードレ労働組合 組合員）
　尾原 智貴 委員
　（大田市公立幼稚園ＰＴＡ連合会 会長）
　松場 奈緒子 委員
　（大田市子育て支援団体連絡会 会長）

藤山　浩　所長

第３部 パネルディスカッションの参加者

“海から山までダイナミックに広がる大田市の資源
その魅力と可能性を次世代につなぐために”

1959年生まれ／一橋大学
経済学部卒業後、広島大
学大学院国際協力研究科
などを経て、98年島根県
中山間地域研究センター
研究統括監に就任。
退職後、一般社団法人持
続可能な地域社会総合研
究所を設立し、所長に就
任。
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パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
第
３
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
６
人
の
パ
ネ
ラ
ー

が
人
口
減
少
の
要
因
や
課
題
、
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
討
論
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
尾
原
さ
ん
は
「
子
ど
も
は
楽
し

む
大
人
の
姿
を
見
て
育
つ
。
楽
し

い
経
験
が
増
え
れ
ば
生
活
は
豊
か

に
な
り
、そ
こ
に
住
み
た
く
な
る
」

と
自
身
の
考
え
を
展
開
。

　
ま
た
、大
田
市
は
歴
史
・
文
化
・

資
源
が
身
近
に
あ
り
、
人
の
距
離

も
近
い
こ
と
に
触
れ
「
こ
の
安
心

感
や
心
地
よ
さ
を
伝
え
た
い
」「
家

族
の
枠
を
広
げ
た
繋
が
り
が
増
え

れ
ば
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
松
場
さ
ん
は
「
総
じ
て
ナ
ナ
メ

の
関
係
が
減
少
し
て
い
る
」
と
分

析
。「
子
ど
も
に
と
っ
て
縦
は
親
、

横
は
友
達
、
ナ
ナ
メ
は
地
域
と
の

関
係
」
と
説
明
し
、
大
森
で
は
ナ

ナ
メ
の
関
係
が
深
く「
子
ど
も
は
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
大
人
達
の
背
中

を
見
て
い
る
」
と
続
け
ま
し
た
。

　
ま
た
「
ま
ち
全
体
で
観
光
客
な

ど
の
〝
旅
人
〞
を
受
け
入
れ
る
心

が
育
っ
て
い
る
」
と
し
、
旅
人
か

ら
感
謝
さ
れ
る
こ
と
で
自
分
達
の

地
域
へ
の
愛
着
も
高
ま
る
好
循
環

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
高
校
生
の
笠
松
さ
ん
、
田
中
さ

ん
は
「
県
内
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
学
べ

る
学
校
が
少
な
く
イ
ン
フ
ラ
面
で

も
不
便
」
と
漢
字
で
「
未
」
と
表

現
。「
市
と
し
て
は
〝
未
〞
熟
」

と
し
た
一
方
「
明
る
い
〝
未
〞
来

も
あ
る
」
と
続
け
ま
し
た
。

　
ま
た
「
学
校
に
盛
り
上
げ
役
の

先
生
が
い
た
。
こ
う
い
う
大
人
の

背
中
は
印
象
に
残
っ
て
い
る
し
尊

敬
し
て
い
る
」
と
身
近
な
大
人
の

実
例
を
挙
げ
ま
し
た
。

　
関
西
か
ら
移
住
し
た
安
食
さ
ん

は
「
大
田
市
は
暮
ら
し
や
す
い
が

魅
力
を
十
分
伝
え
き
れ
て
い
な

い
。
ま
だ
埋
ま
っ
て
い
る
宝
も
あ

る
」
と
指
摘
。「
発
信
に
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
も
必
要
」と
し
た
う
え
で「
人

と
人
を
繋
げ
た
い
想
い
で
カ
フ
ェ

◇コーディネーター
　藤山 浩さん
◇パネラー
　尾原 智貴さん
　松場 奈緒子さん
　笠松 奈々さん・田中 瑠一さん
　　　　　　（邇摩高等学校２年生）
　安食 賢一さん（and people）
　村岡 詩織さん

①子育て世代にやさしいまちづくり
　～直接該当者にサービス情報を届け、気軽に立ち寄れる場を設ける。自分時間も確保
②地域資源活用サークルで男女の出会い創出
　～地域資源を用いた楽しい体験を通して交流を深める。出会いを目的としすぎない
③地区巡回型マルシェ
　～経済と交流の小さな循環をつくり地域への愛着を形成。地区持ち回り開催で負担も軽減
④中高生と若手起業継業家のリンク塾
　～将来の人生・暮らしを自分事として決めることを促す。エンパワーメント効果をねらう

尾原さん

を
開
い
た
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ

く
り
、
宝
を
発
見
、
発
信
し
て
、

大
田
市
を
発
展
さ
せ
た
い
」
と
意

気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　
村
岡
さ
ん
は
「
大
田
市
で
で
き

な
い
こ
と
は
無
い
」
と
し
「
能
動

的
に
人
や
資
源
を
探
し
大
田
市
を

使
い
倒
し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
ま

し
た
。
ま
た
「
人
口
減
少
に
対
し

て
一
人
ひ
と
り
が
取
り
組
ん
で
」

「
今
住
ん
で
い
る
自
分
も
大
切
に

し
て
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
今
後
、
調
査
分
析
の
結
果
を
踏

ま
え
た
取
り
組
み
を
進
め
る
ほ

か
、
さ
ら
に
効
果
的
な
施
策
の
検

討
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

問
政
策
企
画
課

（
☎
０
８
５
４
–
83
–
８
０
０
３
）

笠松さん

安食さん村岡さん

田中さん藤山所長

松場さん

提
案
さ
れ
た

　ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
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新
し
い
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

配
布
し
ま
し
た

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
当
市
で

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
災
害
の

種
類
ご
と
に
危
険
と
思
わ
れ
る
箇

所
や
災
害
時
の
避
難
場
所
な
ど
を

地
図
に
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
、
こ

の
た
び
、島
根
県
が
指
定
し
た「
津

波
災
害
警
戒
区
域
（
イ
エ
ロ
ー

ゾ
ー
ン
）」
を
反
映
さ
せ
、
津
波

に
よ
る
人
的
災
害
防
止
の
た
め
の

最
新
情
報
や
、
災
害
に
対
す
る
備

え
お
よ
び
避
難
行
動
な
ど
の
情
報

も
充
実
さ
せ
、
あ
ら
た
に
作
成
し

ま
し
た
。

　
防
災
・
減
災
に
非
常
に
役
立
つ

資
料
で
す
の
で
、
事
前
に
危
険
箇

所
な
ど
を
確
認
し
災
害
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

市
か
ら
の
情
報
に
注
意
し
ま

し
ょ
う

　「
警
戒
レ
ベ
ル
」
を
ご
存
じ
で

す
か
？
「
警
戒
レ
ベ
ル
」
と
は
、

災
害
発
生
の
危
険
度
と
住
民
の
と

る
べ
き
避
難
行
動
が
直
感
的
に
理

解
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
５

段
階
の
レ
ベ
ル
で
示
さ
れ
る
情
報

で
す
。

　
レ
ベ
ル
値
が
高
く
な
る
ほ
ど
危

険
度
が
大
き
く
な
り
、
市
は
警
戒

レ
ベ
ル
３
で
「
高
齢
者
等
避
難
」

警
戒
レ
ベ
ル
４
で
「
避
難
指
示
」

を
発
令
し
ま
す
。

　
災
害
に
備
え
、
避
難
場
所
や
避

難
経
路
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、高
齢
者
、障
が
い
者
、

乳
幼
児
な
ど
は
避
難
に
時
間
を
要

し
ま
す
の
で
、
施
設
管
理
者
は
安

全
な
避
難
行
動
を
確
実
に
お
こ
な

え
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
訓
練
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。

　
大
雨
や
台
風
接
近
時
に
は
最
新

の
気
象
状
況
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
市
か
ら
お
伝
え
す
る
災
害
情

報
な
ど
に
沿
っ
て
落
ち
着
い
た
行

動
を
心
が
け
、
災
害
か
ら
命
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

気
象
庁
の「
早
期
注
意
情
報
」

を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　
気
象
庁
は
、
警
報
級
の
現
象
が

５
日
先
ま
で
予
想
さ
れ
て
い
る
と

き
に
、
そ
の
可
能
性
を
「
早
期
注

意
情
報
（
警
報
級
の
可
能
性
）」

と
し
て
「
高
」、「
中
」
の
２
段
階

で
発
表
し
ま
す
。「
高
」
が
発
表

さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
大
雨
警
報

や
洪
水
警
報
、
暴
風
警
報
な
ど
が

発
令
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
警
戒

が
必
要
で
す
。
こ
の
情
報
は
誰
で

も
確
認
出
来
ま
す
の
で
、
有
効
に

活
用
し
ま
し
ょ
う
。

出
水
期
を
前
に
し
た

　災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て

出
水
期
を
前
に
し
た

　災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て

　
近
年
、
全
国
各
地
で
大
雨
、
台
風
、
地
震
な
ど
に
よ
る
災
害
が
頻
発
し
、
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

 

特
に
６
月
か
ら
10
月
ま
で
の
間
は
、
集
中
豪
雨
や
台
風
な
ど
で
川
が
増
水
し
や
す
い

出
水
期
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
当
市
に
お
い
て
も
、
大
雨
に
よ
る
土
砂
崩
れ
や
浸
水
な
ど
の
被
害
が
発

生
し
て
お
り
、
各
種
災
害
に
対
す
る
準
備
を
事
前
に
お
こ
な
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
災
害
に
対
す
る
備
え
は
「
災
害
が
起
こ
る
前
」
に
お
こ
な
い
、
地
域
社
会
で
防
災
意

識
を
高
め
、
有
事
の
際
は
助
け
合
う
地
域
の
つ
な
が
り
を
深
め
ま
し
ょ
う
。
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い
ま
す
ぐ
準
備
し
ま
し
ょ
う

　
緊
急
避
難
を
想
定
し
た
「
非
常

時
持
出
品
」、
被
災
直
後
の
生
活

に
必
要
な
「
備
蓄
品
」
を
準
備
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　「
備
蓄
品
」
は
、
普
段
か
ら
少

し
多
め
の
食
品
を
買
っ
て
置
き
、

賞
味
期
限
を
考
え
て
古
い
も
の
か

ら
消
費
し
、
消
費
し
た
分
を
買
い

足
す
こ
と
で
常
に
一
定
の
量
の
食

品
を
備
蓄
し
て
お
く
こ
と
（
ロ
ー

リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
）
が
お
す
す
め

で
す
。

ご
活
用
く
だ
さ
い

り
災
証
明
書
・
被
災
証
明
書

　
市
で
は
、
自
然
災
害
に
よ
っ
て

住
宅
な
ど
を
被
災
し
た
人
が
保
険

の
請
求
手
続
き
な
ど
で
必
要
と
な

る「
り
災
証
明
書
」「
被
災
証
明
書
」

を
発
行
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も

被
害
に
あ
っ
た
日
か
ら
６
か
月
以

内
の
申
請
が
必
要
で
す
。

▽
り
災
証
明
書

　
住
家
に
被
害
を
受
け
た
場
合
に

　
職
員
が
現
地
を
確
認
後
、
被
害

　
の
程
度
を
証
明

▽
被
災
証
明
書

　
写
真
な
ど
に
よ
り
、
住
宅
や
動

　
産
な
ど
に
被
害
が
あ
っ
た
事
実

　
の
み
を
証
明

問
危
機
管
理
課

（
☎
０
８
５
４
–
83
–
８
０
０
９
）

自
主
防
災
組
織
の
設
立
を

お
手
伝
い
し
ま
す

　
自
主
防
災
組
織
と
は
、
自
治
会

な
ど
で
地
域
住
民
が
協
力
し
て
、

「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち

で
守
る
」
こ
と
を
目
的
に
、
日
ご

ろ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
お
こ

な
う
組
織
で
す
。

　
地
震
や
風
水
害
な
ど
大
規
模
災

害
が
発
生
し
た
直
後
は
、
消
防
や

警
察
な
ど
の
公
的
機
関
の
救
援
が

不
足
し
ま
す
の
で
、
地
域
社
会
が

結
束
し
て
災
害
に
対
処
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　「
あ
な
た
自
身
・
家
族
」
や
「
地

域
の
み
ん
な
」
の
た
め
、
自
主
防

災
組
織
を
結
成
し
ま
し
ょ
う
。

　
市
で
は
自
主
防
災
組
織
結
成
に

あ
た
っ
て
の
相
談
や
地
域
へ
の
説

明
、
組
織
化
に
関
す
る
助
言
な
ど

を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
組
織
の
結

成
後
に
は
、
訓
練
計
画
作
成
の
支

援
や
防
災
研
修
の
実
施
、
資
機
材

に
関
す
る
補
助
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。

　
自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
、
み

ん
な
で
災
害
か
ら
地
域
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

　市では、さまざまな方法で防災・災害
関係の情報を発信しています。
　いざというときに情報がなければ、ど
のように行動すべきか判断できません。
事前に収集できる情報を確認しておきま
しょう。

大田市　https://www.city.oda.lg.jp
気象庁　https://www.jma.go.jp

非常時持出品災害時の情報収集

ホームページ

　テレビのデータ放送（ｄボタン ) では、
いつでも気象情報が確認できます。

テレビ・ラジオ

　屋外に設置したスピーカーで、一斉に
災害情報などをお知らせするシステムで
す。また、同じ内容は石見銀山テレビ放
送の音声告知放送（設置には契約が必要）
からも放送されています。大雨などによ
り放送が聞き取れなかった場合には、電
話で放送内容を確認できます。
　☎0854‐82‐4444 または 4554
※　自動音声により録音放送を聞くこと
ができます。

防災行政無線

　大田市では防災や防犯、気象情報など
をスマートフォンや携帯電話、パソコン
にメール（画面表示）で知らせる「メー
ル配信サービス」をおこなっています。

【登録方法】
①次のアドレスに件名、文面を「入力せ
　ずに」メールを送信する
　　e-ohda@xpressmail.jp
　　　「二次元コード」からも
　　　 登録できます。
②登録用メールが返送される
　メール記載のアドレスに接続する
③登録画面が表示される
　必要な情報を選び、「確認」ボタンを
　選択する
④内容を確認し、「登録」ボタンを選択

―以上で完了です。

大田市メール配信サービス

□貴重品：財布・現金、通帳、印鑑、
　健康保険証（コピーでも可）など
□常備薬・救急セット（ばんそこう、
　包帯、消毒液など）
□ビニール袋・ゴミ袋
□マスク　□軍手　
□筆記具（油性ペン）
□ティッシュ・ウェットティッシュ
□携帯ラジオ　□歯磨きセット
□電池・充電器・モバイルバッテリー類
□着替え（上着・下着・靴下）
□食料品（カップめん、缶詰、ビス
　ケット、チョコレートなど）
□飲料水
▼子ども・高齢者のいる家庭では
　粉ミルク、ほ乳瓶、離乳食、流動食、
　紙おむつなど
▼ペットのいる家庭では
　ケージ、ペットフード、ふん尿の
　始末用品など
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　大田市では少子高齢化などにより人口が減少し、多くの地域課題が発生する中で、地域商業の活性化と地域の
魅力向上につなげるため、市内で空店舗などを利用して起業・創業する人を支援しています。
　今回は市内で起業した人のご紹介と、市でおこなっている補助金制度をお知らせします。

　市内で空き店舗などを利用して起業・創業をする人に対し、経費の一部を補助します。
【補助対象者】　
［一般枠］小売業、飲食業、サービス業などの開店予定者で市内の主要観光地や中心市街地などにおいて空店
　　　　　舗などを活用し実施する人
［特別枠］小売業、飲食業、サービス業などの開店予定者で一般枠の対象地域外で空店舗などを活用し実施する人
　※　産業競争力強化法に定める特定創業支援等事業を受講済みの人または、受講を予定している人に限ります。

［一般枠］［特別枠］
〇改修費、備品購入費、備品リース料、家賃、広告宣伝費
〇特定創業支援等事業の受講等に必要な経費（受講料、旅費）
〇特定創業支援等事業の受講等の後に必要となった経費（備品
　購入費、備品リース料、広告宣伝費）

問産業企画課（☎0854‐83‐8073）問産業企画課（☎0854‐83‐8073）

【１次募集締め切り】令和６年６月10日（月）

補助対象経費

近江 雅子 さん
おう み　 まさ こ

店舗名：ＨÏＳＯＭ（ヒソム）
住　所：温泉津町温泉津イ588-1
営業日：要予約
☎050‐1807‐9277

温
泉
津
町
の
日
祖（
ヒ
ソ
）地
区
に
あ
る
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
　

Ｈ
Ï
Ｓ
Ｏ
Ｍ
（
ヒ
ソ
ム
）

Ｈ
Ï
Ｓ
Ｏ
Ｍ
（
ヒ
ソ
ム
）

補助率
詳しくは
市ホームページを
ご覧ください

補助対象経費の
1/２

補助限度

100万円

■ふるさと大田起業・創業支援事業

創業された経緯を教えてください。
11年前に温泉津に引越してきて、魅力が多くて素敵な町
だなと感じました。日祖の集落に初めて来たときは神秘
的ですごく素敵な集落だなと感動しました。この地域と
ここにある昔から大切にされてきた文化を残していけれ
ばと思いました。ＨÏＳＯＭに滞在をしたことがきっかけ
で、この土地に住みたいと思う人が現れるのではないか
と思い、暮らすように滞在するというコンセプトでＨÏＳ
ＯＭをスタートしました。

どんなお客様が多いですか。
当初は、外国人旅行者をターゲットにしていましたが、
コロナ禍のせいで予約がゼロの時期がありました。今で
は、コロナ禍で家族でゆっくり過ごしたいというお客様
が増えたこともあり、ファミリー層が多いです。

お店のイチ押し（特色）を教えてください。
近くに、自販機やコンビニなどの便利なものが何もないこ
とですね。何か暮らしの大事なことを見つけてもらえる場
所なんじゃないかなと。星空、青い空を見ながら、“何もし
ない” 生活を体験できることです。

創業してよかったと思うことを教えてください。
こちらの思いを感じてくれて、この田舎の暮らし方にす
ごく感動してくださったり、毎年必ず泊りに来てくれる
かたがいることが一番うれしいですね。

起業したいかたへのメッセージをお願いします。
考えるだけよりも、暮らしが楽しくなるようなチャレン
ジをどんどんしてほしいです。

事前申請必要！事前申請必要！
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かわかみ ひろし

ふくしま  あや

福島 文 さん

店舗名：ふくしま屋
住　所：三瓶町志学イ209
営業日：月火金土
　　　　※　原則、要注文
定休日：水木日祝
　　　　※　定休日の注文は要相談
☎090‐3634‐8962

み
ん
な
が
健
康
で
楽
し
く
過
ご
せ
る
三
瓶
の
お
弁
当
屋
さ
ん

ふ
く
し
ま
屋

ふ
く
し
ま
屋

創業された経緯を教えてください。

どんなお客様が多いですか。
地元のお客様が多く、買い物に行くのが大変なかたもお
られるので、喜んでいただいています。子ども会などの
団体からの注文もいただいています。お客様の年代を見
ながら、料理の内容を変えています。

お店のイチ押し（特色）を教えてください。
日替わりのお弁当が一番人気です。地元で採れた山菜や
自家栽培の旬の野菜を使っているので、安全安心、リー
ズナブルに提供できています。

創業してよかったと思うことを教えてください。
地域のかたとの繋がりが増え、友人や知り合いも来てく
れるようになりました。イベントのときには、「もっと食
べたかった！」という要望もいただき嬉しく思います。

起業したいかたへのメッセージをお願いします。
物価高で厳しいと感じることもありますが、自分の出来
る範囲で、無理なくやってみると良いと思います。

川上 洋 さん

店舗名：Ｒｏｏｍｓ×ＥＮＪＯＹ
　　　 （ルームス×エンジョイ）
住　所：大田町大田イ660-14
営業日：平日９：00～20：30
　　　　土日祝９：00～17：00
定休日：第３日曜日
☎0854‐83‐7768

大
田
町
の「
整
体
」＆「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」＆「
広
告
デ
ザ
イ
ン
」の
お
店

Ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
ｓ
×
Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｏ
Ｙ
（
ル
ー
ム
ス
×
エ
ン
ジ
ョ
イ
）

Ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
ｓ
×
Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｏ
Ｙ
（
ル
ー
ム
ス
×
エ
ン
ジ
ョ
イ
）

創業された経緯を教えてください。
元々は、訪問型整体と広告デザイン業として開業しまし
た。トレーニングサポートは試験的に始めたのですが、
お客様からご好評いただき、本格的にサービスを始めま
した。

どんなお客様が多いですか。
高校生からご高齢のかたまで来られます。８割は女性で、
リピーターのお客様が多いです。

お店のイチ押し（特色）を教えてください。
人によって体の状態は異なります。整体の知識を用いな
がら「その人に適したトレーニング」をおこなうことが
できるので無理なく続けていただけます。

創業してよかったと思うことを教えてください。
いろいろな人との繋がりができました。今後も人とのご
縁を大事にして、リーズナブルで良いサービスを提供し
ていきたいです。

起業したいかたへのメッセージをお願いします。
事業を始めるにあたってしっかりと事前準備する必要性
や、当たり前のことですが誠実にお客様、仕事に向き合
うことが大切だと思います。

長年、学校給食や保育園で子どもの食事に携わってきた
こともあり、料理のお店がしたいと思いました。また、
志学には市内まで買い物に行くことが難しいかたも多く、
リーズナブルな食の提供とコミュニケーションの場の必
要性を感じ、志学でお店を開くことにしました。
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波根むかし語りの会が発刊
『波根の賑わい～戦後から昭和30年代の商店』

広報おおだ「紙面広告」

賑わいを思い出すきっかけに
広告を出しませんか

有料広告掲載募集中!

山村留学センター・三瓶こだま学園
大自然での活動にわくわく

　波根むかし語りの会（勝部 衛会長）が、戦後から昭
和30年代の波根の賑わいを記録として残すため『波根
の賑わい～戦後から昭和30年代の商店』を発刊しまし
た。江戸時代には宿場町として賑わい、たくさんの商店
や手工業者の店が軒を連ねていた波根。時の流れでこれ
らの商店はなくなり、当時の繁栄を記憶している人も
少なくなってきたことから、令和３年度にワークショッ
プをおこない、発刊に向けて作業を進めてきました。
　勝部会長は「この冊子が、波根の賑わいを思い出す
きっかけとなり、故郷を誇りに思い、愛情を醸成する
ことができれば」と話しました。
　詳しくは、波根むかし語りの会事務局（勝部会長）
　☎090‐4141‐4627まで。

◎発行部数　14,000部
◎広告料
　・広報１号につき単色（黒）１枠　5,000円
　・広報１号につきカラー　　１枠　7,500円
◎１枠のサイズ　縦4.5cm×横8.5cm
　※　２枠を結合（紙面１段分）することも可能。

市ホームページ「バナー広告」
◎広告料１枠　　月額5,000円
◎１枠のサイズ　縦60px×横120px
◎データ容量　　４KB以下
◎画像形式　　　JPEG、GIF（アニメ不可）

　
４
月
７
日
、
大
田
市
山
村
留
学

セ
ン
タ
ー・三
瓶
こ
だ
ま
学
園（
山

口
町
）
で
、
第
21
期
生
の
入
園
の

つ
ど
い
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、小
学
５
年
生
か
ら
中

学
３
年
生
ま
で
の
13
人
が
入
園
。

つ
ど
い
で
は
、
保
護
者
を
は
じ
め

参
列
い
た
だ
い
た
地
域
の
皆
さ
ん

な
ど
へ
向
け
て
、
自
己
紹
介
と
１

年
間
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
抱
負
で
は
「
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
を

成
功
さ
せ
た
い
」
な
ど
、
大
自
然

の
中
で
の
活
動
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
北
三
瓶
の
地
で
暮
ら
す
１
年
後

の
成
長
し
た
姿
が
楽
し
み
で
す
。

問
山
村
留
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
86
‐
０
７
０
０
）

株式会社トーワエンジニアリング
地方創生を応援

　
こ
の
た
び
、
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
を
活
用
し
、
株
式
会
社

ト
ー
ワ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
出

雲
市
）
か
ら
、
多
様
で
活
力
あ
る

産
業
を
つ
く
る
事
業
に
寄
附
が
あ

り
ま
し
た
。

　
３
月
25
日
に
感
謝
状
贈
呈
式
が

開
か
れ
、
市
長
か
ら
「
大
切
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
大
田
市
の

産
業
振
興
へ
の
ご
支
援
に
深
く
感

謝
す
る
」
と
お
礼
を
述
べ
、
感
謝

状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

問
政
策
企
画
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
０
５
）

問政策企画課（☎0854‐83‐8006）

池田誠一副会長（左）、勝部会長（中央）、井上節郎理事（右）池田誠一副会長（左）、勝部会長（中央）、井上節郎理事（右）池田誠一副会長（左）、勝部会長（中央）、井上節郎理事（右）池田誠一副会長（左）、勝部会長（中央）、井上節郎理事（右）

佐藤  讓代表取締役（左）佐藤  讓代表取締役（左）佐藤  讓代表取締役（左）佐藤  讓代表取締役（左） 長期留学第21期生の13人の皆さん長期留学第21期生の13人の皆さん長期留学第21期生の13人の皆さん長期留学第21期生の13人の皆さん

　詳しくは、市のホームページ
から「広告掲載」で検索するか、
下記までお問い合わせください。



大田市に住む外国人に interview
おお　だ　し す がい こく じん

おお だ    し す がい こく じん みな おお だ く

い ん た び ゅ ー こ ー な ー

大田市に住む外国人の皆さんに、大田での暮らしに
ついてインタビューするコーナーです

夫：ザガチ　ギリェルメさん
妻：ナガセ　ナタレさん

おっと

な   が  せつま な   た  れ

ざ   が  ち ぎ  り  ぇ  る   め

ブラジル出身
ぶ ら じ る しゅっしん
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※
　読
み
や
す
い
よ
う
に
漢
字
と
カ
タ
カ
ナ
に
ふ
り
が
な
を
つ
け
て
い
ま
す

よ

か
ん 

じ

か
　た
　か
　な

に ほん

し　ごと

おお だ　し

おお だ　し す がいこくじん ねがめ っ せ ー じ

き い ば　しょ

やす ひ なに

き

さん  べ さん

き

こえ

む は ん ば ー が ー た おお だ　し かんこう ち たの

あ おどろ さん べ かんこう り ふ と の あ い す く り ー

あんない なか はい さむ しんせきりゅうげん じ   ま　ぶ

いま なんかい さくねん おおさか しんせきいいわ  み ぎんざん

大阪の親戚が遊びに来たときに
石見銀山を案内しました

おおさか

いわ みぎんざん あんない

しんせき あそ き

社会科の授業の様子
しゃかい か じゅぎょう よう す

ICHIGO-ICHIE
一期一会

い　ち　 ご  い　ち　え

国際交流員　サトウ・アンドレイア・ユリコ
こくさいこうりゅういん　　さ　と　う　　　あ　ん　ど　れ　い　あ　　　ゆ　り　こ

がつ ねんせい ねんせいく　やしょうがっこう ほうもん

しゃかい か じゅぎょう ぶ ら じ る ぶん か はなし き かい

わたし かか ぎょうむ しょうかいこくさいこうりゅういん

ぶ ら じ る

あ ま ぞ ん ねったい う りんぶ ら じ る

き　そ　ち しき しょくぶんか せいぶつ た ようせい

ち いきし

み せいぶつ はなし

じ ぜん いろいろ くに じょうほう しら

わたし はな て あ め も

く い ずすがた みじ どう

こんねん ど ぶん かしょうかい とお こうりゅう ふかち いき で む

じゅぎょうしゃかい か

とき せっきょくてき さん か

問まちづくり定住課（☎0854‐83‐8030）
ていじゅうか

今回は、小学校の社会科の授業でブラジルの文化について

お話したことを紹介します

こんかい しょうがっこう ぶん かしゃかい か じゅぎょう ぶ ら じ る

はなし しょうかい

問政策企画課（☎0854‐83‐8006）
せいさく き  かく か

　2018年（平成30年）に日本に来て、大田市に住んで５年になります。
　大田市は田舎で静かです。親切な人が多いです。

　春は桜並木を散歩したり、夏は久手海岸でバーベキューをします。
　『日本語サークルこだま』で日本語の勉強もしています。

　休みの日には『日本語サークルこだま』で一緒に日本語を勉強しましょう！
　日本語が分かると暮らしやすくなりますよ！

やす に ほん ご　さ ー く る

に ほん ご わ く

ひ いっしょ べんきょうに ほん ご

はる

に ほん ご　さ ー く る に ほん ご べんきょう

なつ ば ー べ き ゅ ーく　て かいがんさくらなみ  き さん ぽ

ねん へいせい　　ねん に ほん き おお だ　し

おお だ　し しず しんせつ ひと おおい な か

す ねん

　３月に久屋小学校を訪問しました。３年生と４年生の
社会科の授業でブラジルの文化についてお話をする機会
があり、私が国際交流員として関わっている業務を紹介
しました。ブラジルの基礎知識、食文化、生物多様性で
知られているブラジルのアマゾン熱帯雨林と、その地域
で見られる生物などについてお話をしました。　　
　社会科の授業では事前に色々な国の情報を調べてい
て、私が話すことと照らし合わせながらメモをとったり
する児童の姿が見られ、クイズをした時も積極的に参加
していました。　　
　今年度も地域へ出向き、文化紹介を通して交流を深め
たいです。

̶̶̶ 日本に来たのは、いつですか？

̶̶̶ 仕事が休みの日は何をしていますか？

̶̶̶ 大田市のお気に入りの場所はどこですか？
三瓶山と石見銀山です。今までに何回も行きました。昨年、大阪から親戚
が来たときにも案内しました。龍源寺間歩の中に入ると、あまりの寒さに親戚
は声を上げて驚いていました。また、三瓶観光リフトに乗ったり、アイスクリー
ムやハンバーガーを食べたりと、大田市の観光地を楽しんでもらいました。
̶̶̶ 大田市に住む外国人にメッセージをお願いします



　
　
　
　
　
　
　
大
田
市
産
食
材
を
活
か
し
た
フ
ラ
ン
ス
料
理
と
大
田
市

　
　
　
　
　
　
の
観
光
を
メ
イ
ン
と
し
た
ツ
ア
ー
「
食
で
繋
げ
る
大
田
市

　
　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
in
島
根
」
が
、
４
月
４
日
か
ら
６
日
ま

　
　
　
　
　
　
で
の
３
日
間
お
こ
な
わ
れ
、
関
東
圏
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン

　
　
　
　
　
　
サ
ー
な
ど
約
40
人
が
大
田
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
こ
の
ツ
ア
ー
は
、
大
田
市
で
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
て
い

　
　
　
　
　
　
る
「
大
田
の
大
あ
な
ご
」
や
近
年
産
地
化
に
取
り
組
む
ア

　
　
　
　
　
　
ス
パ
ラ
ガ
ス
な
ど
の
食
材
や
観
光
資
源
の
魅
力
を
、
全
国

　
　
　
　
　
　
へ
情
報
発
信
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
し

　
　
　
　
　
　
ま
ね
石
見
銀
山
地
区
本
部
や
大
田
市
、
大
田
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
　
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
実
行
委
員
会
が
企
画
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
参
加
者
は
「
大
田
の
大
あ
な
ご
」
と
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の

天
丼
を
味
わ
い
な
が
ら
石
見
神
楽
を
鑑
賞
し
、
石
見
銀
山
散
策
、
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
収
穫
体
験
も
お
こ
な
い
、
大
田
の
魅
力
を
満
喫
し
ま
し
た
。
　
　

　
ツ
ア
ー
２
日
目
の
夕
食
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
普
及
と
技
術
の
伝
承

を
目
的
に
活
動
す
る
会
「
ク
ラ
ブ
・
デ
ュ
・
タ
ス
キ
ド
ー
ル
」
の
４
人
の

シ
ェ
フ
が
腕
を
振
る
い
「
大
田
の
大
あ
な
ご
」
や
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
イ
チ

ゴ
な
ど
を
使
っ
た
、
見
た
目
に
も
華
や
か
な
フ
ル
コ
ー
ス
料
理
が
提
供
さ

れ
ま
し
た
。
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大田市産食材と体験ツアーで大田の魅力発信
食で繋げる大田市ふるさとフェアin島根
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４
月
17
日
、
県
立
邇
摩
高
等
学
校
の
２
年
生
87
人
と
県
立
出
雲
養
護
学
校

邇
摩
分
教
室
の
９
人
が
、
石
見
銀
山
遺
跡
に
あ
る
清
水
谷
製
錬
所
跡
で
竹
林

の
整
備
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
竹
の
浸
食
に
よ
る
被
害
か
ら
遺
跡
や
景
観
を
守
る
た
め
、
伐
採
さ
れ
た
竹

を
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
方
式
で
運
び
、
機
械
で
砕
い
て
チ
ッ
プ
に
す
る
作
業
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
石
見
銀
山
基
金
を
活
用
し
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
と
い

う
授
業
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
石
見
銀
山
遺
跡
で
の
活
動
を
通
し
て
、
ふ
る

さ
と
に
世
界
遺
産
が
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
ふ
る
さ
と
の
良
さ
を
再
確

認
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
、
今
年
で
４
回
目
と
な
り
ま
す
。

参
加
し
た
生
徒
の
ひ
と
り
は
「
多
く
の
竹
を
運
ん
で
大
変
だ
っ
た
が
、
石
見

銀
山
遺
跡
の
景
観
を
守
る
こ
と
に
貢
献
で
き
て
嬉
し
い
。
た
く
さ
ん
の
観
光

客
に
訪
れ
て
も
ら
い
、
気
持
ち
よ
く
散
策
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
高
等
学
校
で
は
、
今
年
度
か
ら
世
界
遺
産
の
学
習
や
石
見
銀
山

遺
跡
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て
石
見
銀
山
遺
跡
の
情
報
を
外
部
に
発

信
す
る
方
法
や
内
容
を
学
ぶ
「
石
見
銀
山
ガ
イ
ド
」
と
い
う
授
業
も
始
ま
り
、

校
内
外
で
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
育
て
る
学
習
活
動
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
ま
す
。

「
大
田
の
大
あ
な
ご
」
と
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

を
使
っ
た
ご
い
せ
仁
摩
で
の
昼
食

石
見
神
楽
を
鑑
賞
す
る
参
加
者
の
皆
さ
ん

明
治
時
代
の
遺
構
「
清
水
谷
製
錬
所
跡
」

伐
採
さ
れ
た
竹
を
運
ぶ
生
徒
た
ち

竹林の整備活動で世界遺産を守りたい
県立邇摩高等学校・県立出雲養護学校邇摩分教室が石見銀山遺跡の保全活動

おおだ
ウォッチング
まちの話題を紹介
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４
月
22
日
、
近
藤
ヶ
浜
（
静
間

町
）
で
県
指
定
天
然
記
念
物
「
日

本
海
岸
に
お
け
る
ハ
マ
ナ
ス
自
生

西
限
地
」
の
清
掃
活
動
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
静
間
小
学
校
ハ
マ

ナ
ス
愛
護
少
年
団
の
ほ
か
、
小
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
静
間
の
名
所
旧
跡
を

守
る
会
、
静
間
町
自
治
会
連
合

会
、静
間
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、

地
元
有
志
な
ど
の
約
50
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
児
童
の
ひ
と
り
は
「
と
げ
が
さ

さ
っ
て
痛
か
っ
た
が
、
頑
張
っ
て

清
掃
し
て
綺
麗
な
花
を
咲
か
せ
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
４
月
10
日
、
大
田
塗
装
看
板
業

組
合
（
和
田
貢
理
事
長
）
が
、
代

官
山
動
物
園
と
仁
摩
小
学
校
で
防

護
柵
な
ど
を
塗
り
直
す
奉
仕
作
業

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
毎
年
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前

に
お
こ
な
わ
れ
、
代
官
山
動
物
園

で
は
今
年
で
55
回
目
。
組
合
の
会

員
７
人
が
、
さ
び
と
汚
れ
を
丁
寧

に
落
と
し
た
後
、
慣
れ
た
手
つ
き

で
ペ
ン
キ
を
使
い
、
色
鮮
や
か
に

塗
り
な
お
し
ま
し
た
。

　
和
田
理
事
長
は
「
皆
さ
ん
が
気

持
ち
よ
く
、
動
物
園
を
利
用
し
て

く
れ
た
ら
嬉
し
い
」
と
話
し
ま
し

た
。

防
護
柵
を

オ
レ
ン
ジ
色
に
塗
り
直
し
ま
し
た

綺麗なハマナスの花咲かせたい
地元の関係団体などが清掃活動

市民の憩いの場が色鮮やかに
代官山動物園・仁摩小学校で恒例の奉仕作業

【
大
田
市
交
通
安
全
決
起
大
会
】

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
あ
わ
せ
、
４
月
８
日
、
道
の
駅
ご
い
せ
仁
摩

で
「
大
田
市
交
通
安
全
決
起
大
会
」
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
島
根
ト
ラ
ッ
ク
協
会
大
田
支
部
か
ら
タ
オ
ル
や
ボ
ー
ル
ペ
ン
な
ど
を
、
島

根
県
農
業
協
同
組
合
石
見
銀
山
地
区
本
部
か
ら
夜
光
反
射
タ
ス
キ
を
大
田
市

交
通
対
策
協
議
会
へ
贈
呈
。
今
後
の
啓
発
活
動
で
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
吾
郷
弘
章
大
田
警
察
署
長
か
ら
温
泉
津
保
育
所
の
園
児
４
人
が
一

日
警
察
官
に
任
命
さ
れ
、
道
の
駅
を
訪
れ
た
人
た
ち
に
「
交
通
安
全
を
お
願

い
し
ま
す
」
と
呼
び
か
け
、
チ
ラ
シ
な
ど
を
手
渡
し
ま
し
た
。

【
街
頭
啓
発
活
動
】

　
４
月
12
日
の
朝
に
は
Ｊ
Ｒ
大
田
市
駅
前
な
ど
市
内
６
か
所
で
、
街
頭
啓
発

活
動
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
長
や
大
田
警
察
署
長
、
Ｊ
Ｒ
大
田
市
駅
長
、
石
見
交
通
株
式
会
社
大
田

営
業
所
長
、
大
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
が
、
通
勤
や
通
学
な
ど
で
大
田

市
駅
を
利
用
す
る
人
に
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
シ
ュ
ー
ズ
ラ
イ
ト（
夜
間
、

靴
に
装
着
し
て
後
方
に
存
在
を
知
ら
せ
る
た
め
の
ラ
イ
ト
）を
配
り
な
が
ら
、

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

交通事故のない安全な大田市を目指して
春の全国交通安全運動

11

雑
草
を
取
り
除
く
作
業
を
お
こ
な
う

児
童
や
関
係
団
体
の
皆
さ
ん

ポケットティッシュとシューズライトを配布しましたポケットティッシュとシューズライトを配布しました
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こんにちは
栄養士です

家庭血圧を測って
　　　　　　毎日記録しよう! 問健康増進課

（☎0854‐83‐8151）

　皆さんは、自分の血圧の平均値を知っていますか？
　健康に過ごすための血圧管理の第一歩は、自分の血圧の平均値を知ることから始まりま
す。高血圧をそのまま放っておくと心疾患や脳血管疾患などを引き起こします。定期的に
測定・記録することで、血圧値の変動を把握でき、体調の変化に気づきやすくなります。
　毎日、家庭で血圧測定をおこない、記録する習慣をつけましょう。

血圧の測り方をマスターしよう！

ポイント②　測定前に注意すること
　　 測定前の喫煙・飲酒・カフェイン摂取は禁物です。静かな適温の部屋で背もたれ付きの椅子に座って
　１～２分待ってから測定しましょう。測定前に深呼吸するとよいです。

ポイント①　朝と夜の２回測定
　　 朝　→　起床後１時間以内で、排尿後・服薬前・朝食前に測定しましょう。
　　 夜　→　就寝前に測定しましょう。

ポイント③　正しい血圧の測り方

腕をテーブルの上に置
いて、上腕と心臓を同
じ高さにします。

手のひらを上にして肘
関節を軽く曲げます。

測定中は会話をせずに、安静
にして測りましょう。

腕に巻く部分は空気を完全に抜い
てから、肘にかからないように巻
きます。巻き加減は指が１～２本
分入るくらいです。

今月の「＋１」
プラスワン

　島根県と県内自治体が推進する健康づくり活
動。減塩や運動、野菜摂取、たばこ対策など、健
康に関する取り組みを「なにか１つ」加えること
で、皆さんの健康意識を高め、生活習慣の改善に
つなげます。

健康長寿「＋１」活動
プラスワン

毎日、家庭血圧を測ろう！

乳幼児相談

授乳サロン
ごくごく

離乳食教室
（前期）

大田市役所　４階和室

こども家庭センター
「おおだっこ」
（市役所１階）

仁摩保健センター

身体計測・育児相談
栄養相談・授乳相談

身体計測・授乳相談

対象：生後８か月ごろま
での乳児とその保護者　

母子健康手帳
おむつ・バスタオル

母子健康手帳
おむつ・バスタオル

母子健康手帳
おむつ・バスタオル

９:00～10:30

13:00～16:15

10:00～11:30
受付９:45～

５日㈬

19日㈬

28日㈮

種　類 日　時 場　所 内　容 ・ 対　象 お持ちいただくもの
６月の子育て応援コーナー ※　予約制です。子育てアプリ「おおだっこ」にて予約してください。

問子ども家庭支援課（☎0854‐83‐8152）
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種　類 医療機関 対象者など

健康ガイド６月 ☆マークの検診では自己負担が軽減
【無料になる人】
　生活保護世帯の世帯員、福祉医療受給者、市民税非課税世帯の世帯員
【半額になる人】
　大田市国民健康保険加入者、島根県後期高齢者医療制度加入者
※　必要な書類や手続きについては、健康増進課までお問い合わせください。

問健康増進課
（☎0854‐83‐8151）

がん検診
市ホームページ

がん検診（集団）

肺がん検診
個人通知あり

種　類 日　程
３日㈪
４日㈫
５日㈬
６日㈭
10日㈪
17日㈪
18日㈫
19日㈬
24日㈪

場　所 対象者など
仁摩町（宅野・仁万・天河内）
仁摩町（仁万・天河内）
五十猛町
川合町
波根町
富山町・朝山町
鳥井町

久手町

肺がん検診　40歳～64歳
肺がん・結核検診　65歳以上
◎自己負担金　無料
◎持参　検診受診票、健康手帳
※　会場・受付時間は個人通知
をご確認ください。

13

そのほかの健（検）診

※　市役所健康増進課（☎0854‐83‐8151）へ電話、または下記二次元コードから予約してください。
種　類

50歳以上の大田市民
◎自己負担金　　　3,000円
・無料になる人：生活保護世帯の世帯
　員、市民税非課税世帯の世帯員のみ胃がん

（胃カメラ）
検診

大田市 大田呼吸循環クリニック、合原医院、
昭和医院、福田医院、木島医院、郷原医院

医療機関 対象者など

予約サイト

※　直接各医療機関へ予約してください。がん検診（個別）
種　類 医療機関

☆子宮頸がん
検診

大田市 市立病院（医事室☎0854‐84‐7571）

島根県立中央病院ほか７医療機関
（市ホームページでご確認ください）

20歳以上の女性
◎自己負担金
・子宮頸部検査　　　　1,500円
・ＨＰＶ検査（希望者）1,500円

☆乳がん
マンモグラフィ

検診

大田市 市立病院（医事室☎0854‐84‐7571）

出雲市 ひゃくどみクリニック（☎0853‐21‐0130）
ヘルスサイエンスセンター島根（☎0853‐20‐0649）

40歳以上の女性
◎自己負担金 2,000円
・市立病院は２回の受診が必要

出雲市

対象者など

40歳以上で下記の該当者
・大田市国民健康保険加入者
・島根県後期高齢者医療制度加入者
◎自己負担金　無料

特定健診等健康診査
（６月～12月）

指定医療機関
（詳しくは個人通知をご覧ください）

島根県後期高齢者医療制度加入者のうち、昭和
14年４月２日から昭和24年４月１日生まれの人
◎自己負担金　無料
◎お持ちいただくもの　健診受診票

後期高齢者
歯科口腔健診
（６月～12月）

指定歯科医療機関
（詳しくは個人通知をご覧ください）
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　ネコのモーリスは、ネズミを食べ
るために、ある作戦を思いつく。
　それは、読み聞かせをすること。
色々な本を選び、作戦通りネズミ達
が集まってきて……。
　さて、このお話の展開は……？

火 木 金日 月 水 土

②
⑨
⑯
㉓
㉚

３

10

17

24

４

11

18

25

①
⑧
⑮
㉒
㉙

７

14

21

28

６

13

20

27

５

12

19

26

■：３館共通　○：温泉津のみ休館

注目される川合の古代

石見銀山と市内遺産
なるほど分かった　地域の宝

中央図書館　　☎0854-84-9200　平日10:00～19:00　土日10:00～18:00
仁摩図書館　　☎0854-88-4646　10:00～18:00
温泉津図書館　☎0855-65-2177　10:00～17:00

おすすめの本
◇展示テーマ

第14回

14

◇行事と企画展
６月の図書館お休みの日

「移りゆく時」
　６月10日は時の記念日。あじさいの花の色
の移ろいや、読書でまったり過ごす時間を楽
しんで……。

中
　央

仁
　摩

『すごいぜ　ほんのちからって』　
ディディエ・レヴィ‖文　ロレンツォ・サンジョ‖絵
　　　　 イマジネイション・プラス（中央図書館所蔵）

　
連
続
し
て
掲
載
し
て
い
る
川
合

神
社
周
辺
遺
跡
の
調
査
成
果
か

ら
、
今
回
は
川
合
と
そ
の
周
辺
の

古
代
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
川
合
は
、
三
瓶
山
を
源
と
す
る

静
間
川
と
、
水
上
か
ら
流
れ
る
忍

原
川
が
合
流
す
る
地
点
で
、
こ
の

二
つ
の
川
が
出
合
う
場
所
な
の
で

こ
の
名
が
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

平
安
時
代
中
期
に
天
皇
の
命
に

よ
っ
て
作
ら
れ
た
当
時
の
国
語
辞

典
や
百
科
事
典
の
よ
う
な
書
物
で

あ
る
「
和
名
類
聚
抄
」
と
い
う
史

料
が
あ
り
ま
す
。
国
や
郡
、
郷
と

い
う
古
代
律
令
制
の
行
政
区
画
の

名
称
も
網
羅
さ
れ
て
い
て
、
そ
こ

に
「
川
合
郷
」
と
あ
る
の
で
、
川

合
は
奈
良
時
代
以
降
に
は
行
政
単

位
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
で
、
古
く
は
古
墳

時
代
前
期
（
３
世
紀
後
半
）
か
ら

飛
鳥
時
代
を
中
心
に
奈
良
時
代
後

半
（
８
世
紀
後
半
）
に
至
る
建
物

群
が
み
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
は
、
川
合
の
歴
史
が
史
料
の
平

安
時
代
よ
り
も
確
実
に
古
か
っ
た

こ
と
を
証
明
し
ま
し
た
。

　
最
も
多
く
の
建
物
が
み
つ
か
っ

た
飛
鳥
時
代
は
、
大
伴
氏
や
蘇
我

氏
、
そ
し
て
物
部
氏
と
い
っ
た
豪

族
か
ら
天
皇
を
中
心
と
し
た
国
家

に
な
っ
て
い
く
「
国
家
形
成
期
」

で
す
。

　
そ
の
物
部
氏
を
祀
る
物
部
神

社
。
歴
史
は
古
く
、
背
後
に
古
墳

の
あ
る
神
体
山
、
八
百
山
を
崇

め
、
そ
の
後
に
天
皇
の
勅
命
に

よ
っ
て
、
継
体
天
皇
８
年
（
５
１

３
年
）
に
社
殿
が
創
建
さ
れ
た
と

伝
わ
り
ま
す
。

　
発
掘
調
査
の
結
果
は
、
そ
の
こ

と
を
実
証
す
る
よ
う
に
連
綿
と
古

代
の
集
落
が
展
開
し
て
い
た
こ
と

を
物
語
り
ま
し
た
。
ま
た
、
飛
鳥

時
代
か
ら
奈
良
時
代
の
竪
穴
建
物

は
出
雲
部
に
は
少
な
く
、
研
究
者

か
ら
は
「
こ
の
遺
跡
は
、
ま
る
で

関
東
地
方
の
遺
跡
の
よ
う
だ
」
と

評
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
こ
か
他
の

場
所
か
ら
豪
族
と
と
も
に
、
多
く

の
人
々
が
、
こ
の
地
に
移
り
住
ん

だ
の
で
し
ょ
う
か
。
島
根
の
み
な

ら
ず
、
古
代
国
家
の
形
成
の
一
端

を
知
る
手
が
か
り
が
、
川
合
の
古

代
に
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

わ 

み
ょ
う
る
い 

じ
ゅ
し
ょ
う

た
て
あ
な

一般「マリアージュ」
　６月といえばジューンブライド、結婚のイ
メージがあります。今月は結婚だけでなく、
さまざまな結びつきの本を集めてみました。
児童「わくわくノンフィクション」
　物語を読むのもステキだけど、事実を書い
たノンフィクションも読んでみませんか？

図書館

中 央

行　事 日　　時

14:00～14:20

14:00～16:00

14:00～14:20

10:15～10:45

８日㈯・22日㈯

15日㈯

15日㈯

15日㈯

６月５日㈬～７月１日㈪
仁 摩

おはなし会

古文書を読む会

ストーリーテリング

おはなし会

九州の石仏写真展



車
い
す
使
用
者
用
ト
イ
レ
の

始
ま
り

　
日
本
で
は
、
１
９
６
４
年
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
と
き
に
、
都

内
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
の
ト
イ
レ

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
が
進
め
ら

れ
、
車
い
す
使
用
者
用
ト
イ
レ
が

多
く
設
置
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で

し
た
。

　
そ
の
当
時
の
手
す
り
は
木
製
で
、

ト
イ
レ
の
形
に
合
わ
せ
る
た
め
に

手
作
り
で
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
が
わ
ず
か
60
年
前
の
こ
と

だ
と
考
え
る
と
、
ト
イ
レ
の
進
化

に
驚
か
れ
る
人
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

障
が
い
者
の
た
め
の

社
会
環
境
整
備

　
１
９
７
０
年
は
「
心
身
障
害
者

対
策
基
本
法
の
制
定
」
と
「
大
阪

万
国
博
覧
会
の
会
場
整
備
」
に
よ

り
、
障
が
い
者
の
た
め
の
社
会
環

境
整
備
に
お
い
て
、
大
変
重
要
な

年
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
車
い
す
使
用
者

用
ト
イ
レ
が
数
多
く
作
ら
れ
る
こ

と
と
な
り
、
障
が
い
者
の
た
め
の

社
会
環
境
整
備
が
進
む
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。

車
い
す
使
用
者
用
ト
イ
レ
の

進
化

　
１
９
７
０
年
代
前
半
ま
で
は
、

障
が
い
者
施
設
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
施
設
な
ど
に
お
い
て
、
車

い
す
使
用
者
用
ト
イ
レ
の
研
究
が

続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
や
実
験
が
実

施
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
車
い
す

利
用
者
用
ト
イ
レ
は
進
化
を
重

ね
、
研
究
者
に
よ
っ
て
建
築
学
会

な
ど
で
少
し
ず
つ
紹
介
さ
れ
始
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

民
間
施
設
へ
の
設
置

　
１
９
７
１
年
、
仙
台
市
の
市
民

グ
ル
ー
プ
が
仙
台
の
三
越
デ
パ
ー

ト
に
対
し
て
車
い
す
使
用
者
用
ト

イ
レ
設
置
の
要
望
を
出
し
、
こ
れ

を
受
け
て
民
間
施
設
で
初
め
て
車

い
す
使
用
者
用
ト
イ
レ
を
設
置
し

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
こ
の
市
民
グ
ル
ー
プ

は
、
仙
台
市
に
対
し
て
も
、
市
内

の
公
共
施
設
や
公
園
に
も
設
置
す

る
よ
う
に
要
望
し
た
こ
と
に
よ

り
、
仙
台
市
内
に
次
々
と
設
置
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

福
祉
元
年

　
１
９
７
３
年
に
は
厚
生
省
に
よ

る
身
体
障
害
者
福
祉
モ
デ
ル
都
市

事
業
が
始
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

「
福
祉
元
年
」
と
呼
ば
れ
、
鉄
道

駅
に
車
い
す
利
用
者
用
ト
イ
レ
が

設
置
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま

し
た
。

　
同
時
に
、
車
い
す
利
用
者
用
ト

イ
レ
マ
ッ
プ
作
成
、
歩
車
道
段
差

の
解
消
、
建
物
出
入
口
の
ス
ロ
ー

プ
設
置
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
敷
設

な
ど
の
設
置
が
進
む
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

障
が
い
者
の
人
権

　
社
会
環
境
の
整
備
が
進
む
に
つ

れ
、
そ
れ
ま
で
家
庭
や
施
設
内
で

し
か
活
動
で
き
な
か
っ
た
、
車
い

す
利
用
者
の
外
出
で
き
る
範
囲
が

広
が
り
、
社
会
参
加
や
自
立
生
活

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
障
が
い
者
の
人

権
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ
レ
へ

　
車
い
す
利
用
者
用
ト
イ
レ
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
障
が
い
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
子
ど
も
や
高
齢

者
に
と
っ
て
も
大
変
利
用
し
や
す

い
ト
イ
レ
へ
進
化
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
名
称
も
、「
多
機
能
ト

イ
レ
」「
多
目
的
ト
イ
レ
」そ
し
て

「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ
レ（
利
用
者

を
限
定
し
な
い
ト
イ
レ
）」と
変
わ

り
続
け
ま
し
た
。

　
長
い
歴
史
に
よ
り
、
現
在
で
は

あ
た
り
ま
え
と
な
っ
た
バ
リ
ア
フ

リ
ー
ト
イ
レ
が
で
き
た
の
で
す
。

新
た
な
人
権
課
題
へ

　
現
在
、
性
的
少
数
者
（
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
Ｑ
）
が
利
用
し
や
す
い
ト
イ
レ

と
し
て
、
オ
ー
ル
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ト

イ
レ
（
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
誰
で

も
利
用
で
き
る
ト
イ
レ
）
の
設
置

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
心
と
体
の
性
が
一
致
し

な
い
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
人

に
と
っ
て
は
、
男
性
用
ト
イ
レ
・

女
性
用
ト
イ
レ
の
ど
ち
ら
に
入
る

に
も
抵
抗
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
人
の
見
た
め
の
性
別
と
、
使
用

す
る
ト
イ
レ
の
性
別
が
一
致
し
な

い
こ
と
で
、
不
審
者
と
思
わ
れ
警

察
に
通
報
さ
れ
た
り
、
明
ら
か
に

嫌
な
顔
を
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
、

差
別
を
受
け
る
こ
と
が
多
い
こ
と

が
原
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
も
、

ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
人
た
ち

は
「
自
分
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ

レ
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
そ
の
時

に
本
当
に
必
要
な
人
が
利
用
で
き

な
く
な
る
よ
う
な
こ
と
は
し
た
く

な
い
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
オ
ー
ル
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ト
イ
レ
の
普
及
に
は
、
ま
だ
ま
だ

長
い
時
間
が
か
か
る
と
想
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
人
た

ち
の
中
に
は
「
公
共
施
設
な
ど
に

新
た
な
オ
ー
ル
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ト
イ

レ
を
増
設
す
る
よ
り
も
、
コ
ン
ビ

ニ
の
ト
イ
レ
と
同
じ
よ
う
に
、
女

性
用
と
誰
で
も
使
用
で
き
る
ト
イ

レ
に
な
れ
ば
、
も
っ
と
利
用
し
や

す
い
の
に
…
…
」
と
言
わ
れ
る
人

も
い
ま
す
。

　
将
来
的
に
は
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー

ト
イ
レ
と
同
じ
よ
う
に
、
オ
ー
ル

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ト
イ
レ
が
あ
る
こ
と

が
あ
た
り
ま
え
」
と
な
る
時
代
が

く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

き
ず
な
へ
の
ご
意
見
は
…

問
人
権
推
進
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
３
８
）
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きずな石
見
銀
山
遺
跡
は
、
人
類
の
平
和
と
人
権
の
尊
重
を
め
ざ
す
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す

15

　
現
在
で
は
誰
も
が
知
っ
て
い
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ
レ
（
利
用
者
を
限

定
し
な
い
ト
イ
レ
）
で
す
が
、
昔
は
存
在
も
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
今
回
は
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
変
わ
っ
て
き
た
、
ト
イ
レ
と
人
権
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

ト
イ
レ
と
人
権
の
歴
史



　
を
お
こ
な
わ
ず
、
減
税
後
の
額

　
が
令
和
６
年
７
月
分
〜
令
和
７

　
年
５
月
分
の
11
か
月
で
天
引
き

　
さ
れ
ま
す
。

②
普
通
徴
収
（
納
付
書
や
口
座
振

　
替
な
ど
）
の
場
合

　
第
１
期
分
（
６
月
分
）
の
税
額

　
か
ら
減
税
し
、
減
税
し
き
れ
な

　
い
場
合
は
、
第
２
期
分
（
８
月

　
分
）
以
降
の
税
額
か
ら
順
次
減

　
税
さ
れ
ま
す
。

③
公
的
年
金
な
ど
か
ら
の
特
別
徴

　
収
（
年
金
天
引
き
）
の
場
合

　
令
和
６
年
10
月
分
の
特
別
徴
収

　
の
税
額
か
ら
減
税
し
、
減
税
し

　
き
れ
な
い
場
合
は
、
令
和
６
年

　
12
月
分
以
降
の
特
別
徴
収
税
額

　
か
ら
順
次
減
税
さ
れ
ま
す
。

※
　
詳
し
く
は
納
税
通
知
書
お
よ

び
内
閣
官
房
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

※
　
減
税
し
き
れ
な
い
場
合
に
は
、

調
整
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

調
整
給
付
金
の
詳
細
は
内
閣
官
房

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
新
た
な
経
済
に

向
け
た
給
付
金
・
定
額
減
税
一
体

措
置
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
２
３
）

　
市
で
は
、
６
月
を
環
境
美
化
月

間
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年

は
６
月
２
日
㈰
を
「
環
境
美
化
行

動
の
日
」
と
し
て
、
清
掃
活
動
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
美
し
い
自
然
と
、
き
れ
い
な
町

を
守
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
活
動

の
際
に
は
、
事
故
に
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

問
環
境
政
策
課
　

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
６
９
）

　
職
場
に
お
い
て
男
女
と
も
、
育

児
・
介
護
休
業
が
取
得
し
や
す

く
、
子
育
て
や
介
護
に
対
応
し
た

柔
軟
な
働
き
方
が
で
き
る
環
境
を

整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
専
門
が
労

働
法
で
、
特
に
北
欧
諸
国
の
雇
用

制
度
や
社
会
保
障
制
度
に
つ
い
て

研
究
を
し
て
い
る
講
師
が
「
仕
事

と
家
庭
の
両
立
の
推
進
に
関
す
る

講
演
」
を
お
こ
な
い
ま
す
。
　

▽
日
時
　
７
月
11
日
㈭

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
16
時

▽
会
場
　
島
根
県
民
会
館
　
２
階

　
　
　
　
第
１・２
多
目
的
ホ
ー
ル

▽
定
員
　
１
０
０
人

▽
参
加
料
　
無
料

◇
基
調
講
演

　「
仕
事
と
家
庭
の
両
立
の
推
進

　
に
向
け
て
〜
北
欧
諸
国
の
法
制

　
度
や
実
情
を
交
え
て
〜
」

・
講
師
　
両
角
道
代
さ
ん

　（
慶
應
義
塾
大
学
法
科
大
学
院

　
教
授
）

◇
労
働
委
員
会
Ｐ
Ｒ

　
労
働
委
員
会
の
業
務
に
つ
い
て

・
発
表
者
　
原 

市
さ
ん

　（
島
根
県
労
働
委
員
会 

会
長
）

問
島
根
県
労
働
委
員
会
事
務
局

（
☎
０
８
５
２
‐
22
‐
５
４
５
０
）
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令
和
６
年
度
の
市
民
税
・
県
民

税
に
お
い
て
定
額
減
税
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

▽
対
象
者
　
前
年
の
合
計
所
得
金

　
額
が
１
８
０
５
万
円
以
下
の
個
人

　
住
民
税
所
得
割
の
納
税
義
務
者

※
　
均
等
割
の
み
課
税
さ
れ
る
納

税
義
務
者
は
定
額
減
税
の
対
象
外
。

▽
減
税
額
　
本
人
や
配
偶
者
を
含

　
む
扶
養
親
族
１
人
に
つ
き
、
１

　
万
円

◇
定
額
減
税
の
対
象
と
な
る
人
の

　
減
税
の
実
施
方
法
（
令
和
６
年

　
度
分
）

①
給
与
か
ら
の
特
別
徴
収
（
給
与

　
天
引
き
）
の
場
合

　
令
和
６
年
６
月
分
は
特
別
徴
収

個
人
住
民
税
の
定
額
減
税

内閣官房　　
ホームページ

環
境
美
化
行
動
の
日

中
国
地
区

労
使
関
係
セ
ミ
ナ
ー
in
島
根

催
　
　
し

お
知
ら
せ …申し込み先

問…問い合わせ先

市　勢
（令和６年５月１日現在）

（　　）内は前月比

○人　口　31,880人　（△ 45）
　・男　　15,339人　（△ 13）
　・女　　16,541人　（△  32）
○世帯数　15,377世帯（△   6）
○出生数　　　11人
○死亡数　　　43人
○面　積　435.34㎢

申

16

子ども食堂 ６月の予定
22日㈯17:00～19:00
☎090‐4897‐4308
15日㈯11:00～13:30
☎090‐1188‐9088
15日㈯17:00～19:00
☎0854‐83‐7373
28日㈮17:00～20:00
☎0854‐82‐0091

子ども  無料
大人  ①③300円②100円④200円

②みんなの食堂
　　祖式ジム
③多世代交流食堂みーる堂
　　ゆきみーる（若者も無料）

①おおだ子ども食堂
　　おおだふれあい会館

④こねくと食堂（要予約）
　　大田市民センター４階
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く
に
び
き
学
園
西
部
校

公
開
講
座

▽
開
催
期
間
　
６
月
８
日
㈯

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
29
日
㈯

▽
会
場
　
あ
す
て
ら
す

▽
参
加
費
　
無
料

※
　
期
間
中
は
、パ
ネ
ル
展
示
や
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

◇
あ
す
て
ら
す
開
館
25
周
年

　
記
念
事
業
（
要
申
込
）

▽
日
時
　
６
月
15
日
㈯

　
　
　
　
10
時
〜
15
時
30
分

・
ウ
ェ
ル
カ
ム
ス
テ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
10
時
30
分
〜

①
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ー
ラ
ス

　
出
演
　
サ
ウ
ン
ド
・
コ
ラ
ー

　
ジ
ュ

②
朗
読
劇
「
郷
土
の
誇
り
　
上
代

　
タ
ノ
」

　
出
演
　
大
東
町
の
女
性
の
集
い

・
講
演
＆
学
生
と
の
ト
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
13
時
〜

　
あ
す
て
ら
す
が
開
館
し
た
１
９

９
９
年
は
「
男
女
共
同
参
画
社
会

基
本
法
」
が
施
行
さ
れ
た
記
念
す

べ
き
タ
イ
ミ
ン
グ
。
あ
れ
か
ら
25

年
が
経
っ
た
２
０
２
４
年
の
今
、

日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
が
ど
う

変
わ
っ
た
の
か
、
変
わ
ら
な
か
っ

た
の
か
、
女
性
学
の
パ
イ
オ
ニ
ア

で
あ
る
上
野
千
鶴
子
さ
ん
が
明
快

に
解
説
し
ま
す
。

　
後
半
は
県
内
で
学
ぶ
学
生
３
人

が
、
ユ
ー
ス
目
線
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー

に
関
す
る
率
直
な
疑
問
や
イ
メ
ー

ジ
を
上
野
さ
ん
に
ぶ
つ
け
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
の
未
来
に
向
け
て
語

り
合
い
ま
す
。

①
記
念
講
演

　「
ど
こ
ま
で
来
た
？
日
本
の
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
〜
変
え
て
き
た
こ
と
、

変
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
〜
」

▽
講
師
　
上
野
千
鶴
子
さ
ん
（
社

　
会
学
者
・
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

②
県
内
学
生
と
の
ト
ー
ク

◇
あ
す
て
ら
す
映
画
デ
ー

　（
申
込
不
要
）

▽
日
時
　
６
月
８
日
㈯

①
10
時
〜

　「
落
語
娘
」（
２
０
０
７
年
／
日

　
本
／
１
０
９
分
）

②
14
時
〜

　「
レ
デ
ィ
・
マ
エ
ス
ト
ロ
」（
２

　
０
１
８
年
／
オ
ラ
ン
ダ
／
１
３

　
９
分
）

◇
本
館
・
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー

　
県
内
で
活
動
す
る
団
体
の
企
画

　
展
示
な
ど
を
開
催
。
15
日
は
、

　
館
内
で
販
売
の
出
展
も
あ
り
ま

　
す
。

※
　
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

問（
公
財
）し
ま
ね
女
性
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
84
‐
５
５
１
４
）

　「
パ
ワ
ハ
ラ
」「
突
然
の
解
雇
」

「
残
業
代
が
支
払
わ
れ
な
い
」「
勤
務

態
度
に
問
題
の
あ
る
社
員
に
困
っ

て
い
る
」な
ど
、職
場
の
ト
ラ
ブ
ル

で
お
困
り
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
専

門
家
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▽
日
時
　
６
月
23
日
㈰

　
　
　
　
10
時
〜
15
時

▽
会
場
　
ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲

▽
相
談
料
　
無
料

▽
相
談
員
　
弁
護
士
、
労
働
組
合

　
役
員
、
会
社
経
営
者
な
ど

▽
申
込
期
限
　
６
月
18
日
㈫

※
　
労
働
者
、
事
業
主
ど
ち
ら
の

相
談
も
受
け
付
け
し
ま
す
。
パ
ー

ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
に
つ
い
て
の
相

談
も
受
け
付
け
し
ま
す
。

問
島
根
県
労
働
委
員
会
事
務
局

（
☎
０
８
５
２
‐
22
‐
５
４
５
０
）

　
人
生
１
０
０
年
時
代
、
生
き
が

い
や
り
が
い
活
動
見
本
市
を
開
催

し
ま
す
。

▽
日
時
　
６
月
14
日
㈮

　
　
　
　
13
時
〜
15
時
10
分

17

あ
す
て
ら
す

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
４

労
働
相
談
会

▽
会
場
　
い
わ
み
ー
る
４
階

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
浜
田
市
）

▽
参
加
費
　
無
料

▽
内
容
　
健
康
、居
場
所
づ
く
り
、

　
地
域
づ
く
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

　
な
テ
ー
マ
で
活
動
す
る
８
団
体

　
が
ブ
ー
ス
を
構
え
ま
す
の
で
、

　
交
流
や
意
見
交
換
を
す
る
こ
と

　
が
で
き
ま
す
。

▽
申
込
期
限
　
６
月
６
日
㈭

　
・
問
く
に
び
き
学
園
西
部
校

（
☎
０
８
５
５
‐
24
‐
９
３
３
６
）

▽
募
集
期
間
　
５
月
24
日
㈮
〜

　
６
月
７
日
㈮
　
17
時
ま
で

▽
入
居
者
の
決
定
　
住
宅
の
困
窮

　
状
況
を
考
慮
し
、
選
考
に
て
お

　
こ
な
い
ま
す
。

▽
家
賃
　
収
入
に
応
じ
て
決
定
し

　
ま
す
。

▽
募
集
住
宅
名

　
所
在
地
／
募
集
戸
数
／
住
宅

　
使
用
料
／
間
取
り
／
建
設
年

　
度

【
市
営
住
宅
】

◇
高
浜
住
宅

　
仁
摩
町
仁
万
１
４
０
８
番
地
１

　
／
１
戸
／
１
万
５
７
０
０
円
〜

　
３
万
８
０
０
円
／
３
Ｄ
Ｋ
／
平

　
成
12
年
度

◇
み
そ
の
ハ
イ
ツ

　
温
泉
津
町
温
泉
津
イ
９
２
３
番

　
地
／
３
戸
／
１
万
８
８
０
０
円

　
〜
３
万
６
９
０
０
円
／
３
Ｌ
Ｄ

　
Ｋ
／
平
成
12
年
度

◇
松
山
住
宅

　
温
泉
津
町
温
泉
津
イ
６
６
５
番

　
地
／
３
戸
／
１
万
１
７
０
０
円

　
〜
２
万
３
７
０
０
円
／
３
Ｄ
Ｋ

　
／
昭
和
52
〜
53
年
度

【
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
】

◇
高
浜
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

　
仁
摩
町
仁
万
１
３
９
９
番
地
４

　
／
１
戸
／
４
万
５
０
０
０
円
〜

　
７
万
円
／
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
／
平
成
14

　
年
度

◇
湯
里
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

　
温
泉
津
町
湯
里
１
７
２
８
番
地

　
３
／
１
戸
／
４
万
５
０
０
０
円

　
／
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ
／
平
成
６
年
度

※
　
入
居
資
格
に
適
応
し
た
人
を

対
象
と
し
た
住
宅
で
す
。

※
　
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行

為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
に
規

定
す
る
暴
力
団
員
ま
た
は
暴
力
団

関
係
者
は
入
居
で
き
ま
せ
ん
。

問
都
市
計
画
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
１
０
）

　
　募

　
　
集

市
営
住
宅
　
入
居
者

申



広報おおだ　Ｒ6（2024）5.23 18

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
認
知
症
の
人
や
家
族
を
あ
た
た

か
く
見
守
る
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
を
養
成
し
ま
す
。

▽
日
時
　
６
月
20
日
㈭

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時

▽
会
場
　
大
田
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
１
階
　
機
能
訓
練
室

▽
定
員
　
20
人
（
要
事
前
申
込
）

▽
受
講
料
　
無
料

※
　
町
内
会
な
ど
地
域
で
の
集
ま

り
や
職
場
単
位
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
主
催
す
る
催
し
に
、
講
師
が
出

か
け
て
講
座
を
開
催
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。（
平
日
８
時
30
分
〜
17

時
）
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
・
問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
７
７
６
６
）

　
初
心
者
を
対
象
に
一
般
事
務
に

必
要
な
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作

（
文
書
作
成
・
表
計
算
な
ど
）の
実

践
的
知
識
、
技
能
の
習
得
を
目
指

し
ま
す
。

　
併
せ
て
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
職

業
人
と
し
て
求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル

を
身
に
つ
け
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
経
理
資
格
取
得
コ
ー
ス

▽
期
間
　
８
月
20
日
㈫
〜

　
　
　
　
11
月
19
日
㈫

▽
会
場
　
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ

　
　
　
　
島
根
（
江
津
市
）

▽
必
要
経
費
　
テ
キ
ス
ト
代
１
万

　
３
０
０
０
円
程
度
、
そ
の
他
資

　
格
取
得
に
関
す
る
費
用

▽
対
象
　
求
職
者

▽
申
込
期
限
　
８
月
５
日
㈪

▽
定
員
　
15
人

▽
入
校
検
定
日
　
８
月
８
日
㈭

▽
検
定
会
場
　
浜
田
合
同
庁
舎

▽
選
抜
方
法
　
面
接
・
筆
記
試
験

　
　
　
　
　
　（
国
語
・
数
学
）

▽
申
込
方
法
　
お
近
く
の
ハ
ロ
ー

　
ワ
ー
ク
窓
口
で
相
談
の
う
え
、

　
入
校
願
を
提
出

問
県
立
西
部
高
等
技
術
校

（
☎
０
８
５
６
‐
22
‐
２
４
５
０
）

夜
の
パ
ソ
コ
ン
講
習

（
エ
ク
セ
ル
基
礎
）

　
エ
ク
セ
ル
の
機
能
と
操
作
方
法

表
の
作
成
や
関
数
活
用
、
グ
ラ
フ

の
作
成
な
ど
の
講
習
で
す
。

▽
日
時
　
６
月
10
日
〜
28
日
の
間

　
の
㈪
・
㈬
・
㈮
19
時
〜
21
時

▽
会
場
　
島
根
中
央
地
域
職
業
訓

　
練
セ
ン
タ
ー

▽
受
講
料
　
１
万
２
０
０
０
円

▽
対
象
　
キ
ー
ボ
ー
ド
と
マ
ウ
ス

　
操
作
が
で
き
る
人

▽
定
員
　
15
人

▽
申
込
期
限
　
６
月
３
日
㈪

　
・
問
島
根
中
央
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
９
６
６
６
）

　　
自
身
の
持
つ
技
術
や
知
識
を
活

か
し
、
開
発
途
上
国
の
人
々
と
共

に
生
活
を
し
な
が
ら
、
そ
の
国
の

課
題
解
決
に
取
り
組
む
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

海
外
協
力
隊
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

募
集
説
明
会

▽
日
時
　
６
月
８
日
㈯

　
　
　
　
14
時
〜
16
時

▽
会
場
　
松
江
テ
ル
サ
研
修
室
１

▽
参
加
費
　
無
料
（
申
込
不
要
）

※
　
個
別
相
談
も
随
時
実
施
し
て

い
ま
す
。
詳
細
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
確
認
く
だ
さ
い
。

問
島
根
県
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク

（
☎
０
８
０
‐
２
９
３
４
‐
８
４
９
６
）

県
立
西
部
高
等
技
術
校

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊

ＪＩＣＡ　　
ホームページ

申

申

　市では「大田市男女共同参画推進条例」に基づき、
男女共同参画の推進に関する基本的かつ総合的な施策
および重要事項を調査審議するために、男女共同参画
推進委員会を設置しています。
　任期満了に伴い、学識経験者や団体の代表の委員と
ともに、大田市の男女共同参画計画などについてご審
議いただく委員を公募により選任することとしており
ます。
　つきましては、次のとおり委員を募集します。
▽募集人員　３人
▽応募資格　
　①大田市内に居住または勤務する満18歳以上の人
　　　　　　　　　　　　 （令和６年４月１日現在）
　②男女共同参画に関心を持ち、委員会に出席できる人
　　　　　　 （平日開催、年１～２回開催の見込み）
※　ただし、国や地方公共団体の議員および職員、大
田市の他の審議会の委員は応募できません。

▽応募方法
　人権推進課およびおおだふれあい会館に備え付けの
応募用紙に必要事項を記入の上、応募の動機（800字
以内）を添えてご応募ください。
▽選考方法　　
　委員の選考にあたっては、応募の動機など考慮の上
決定させていただきます。
▽委員の仕事　
　基本計画の策定および変更に関しての審議や、大田
市の男女共同参画の推進に関する施策について、審
議・評価をおこなっていただきます。
▽委員の任期　　委嘱の日から２年間（令和６年７月
　１日～令和８年６月30日）
▽応募締切日　　６月７日㈮　17時まで
※　応募に際して記載された個人情報は、委員選定の
目的以外には使用しません。
　　　　　 　　・問人権推進課（☎0854‐83‐8038）

大田市男女共同参画推進委員募集

申
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補助対象経費
の1/2以内

補助対象経費
の10/10

区分

特別事業

一般事業 通常の団体活動など

通常できない規模の事業
（周年事業、他団体とのコ
ラボレーション事業など）

事業概要

講師に対する
謝金・旅費、
消耗品費、印
刷製本費、会
場使用料など

補助対象経費 補助率

上限20万円/団体
※事業規模により補助額決定

上限２万円/団体

補助限度額

◇対象事業
　芸術文化活動への参加や鑑賞の機会をつくり、その活動の活性化を図るため、市民参加や人材育成などが期待
できる持続可能な事業。

※　ただし、国・県または市が交付する他の補助金の対象となる事業および学校の管轄下で行われる事業は対象外

太陽光発電設備などの
設置費用の一部を補助
　再生可能エネルギーなどの普及啓発を促進し、大気
環境の改善と地球温暖化の抑制を図るため、太陽光発
電設備などの設置にかかる経費の一部を補助します。
　対象者の要件や対象経費、設備内容など、諸条件が
ありますので、詳しくはお問い合わせください。
　▽対象者　市内に居住する個人（木質燃料活用機器
　のみ、市内の事業所に設置する事業者も対象）
◇太陽光発電設備
　▽対象機器　住宅および賃貸集合住宅へ設置する太
　陽光発電設備で、出力10kW未満のもの
　▽補助金額　出力１kWあたり2.5万円（上限10万
　円）
◇蓄電池設備
　▽対象機器　太陽光発電設備に設置する蓄電池設備
　で、蓄電容量が1.0kWｈ以上のリチウムイオン蓄電
　池および電力変換装置を備えているもの

　▽補助金額　設置にかかる費用の額（上限５万円）
◇太陽熱利用システム
　▽対象機器　住宅の屋根などに設置し、不凍液など
　を強制循環する集熱器と蓄熱槽から構成され、給湯
　または冷暖房などに利用する太陽熱利用システム
　（いわゆる「太陽熱温水器」は対象外）
　▽補助金額　対象経費の３分の１（上限20万円）
◇木質燃料活用機器
　▽対象機器　ペレットストーブ、薪ストーブ、ペ
　レットボイラー、薪ボイラーなど（化石燃料を併用
　する機器は含みません）。ただし、購入経費が５万
　円以上の機器
　▽補助金額　対象経費の３分の１（1,000円未満切
　捨て）の２倍（上限18万円）
※　補助金の一部は島根県の補助金を活用しています。
※　補助予定件数に達した場合は、申請受付を終了し
ます。
※　いずれも工事着工前の申請が必要です。

　　　　　　　　 問環境政策課（☎0854‐83‐8071）

キロワット

キロワットアワー

令和６年度　大田市文化団体育成事業等補助金

市では、芸術文化活動や団体育成などの活性化が期待できる事業
に対し、その経費の一部を補助します。

◇補助対象者　　市内に活動拠点を有する芸術文化活動を行う団体

◇提出書類　　　事業計画書・収支予算書　など

◇募集期間　　　９月30日㈪まで
　　　　　　　　※　予算に達し次第、終了となります。

※　申請前にご相談ください。
※　内容によっては、ヒアリングをおこなう場合があります。
      　　　　　　　　　　　　　　　　・問大田市民会館（☎0854‐82‐0938）申

実施団体募集開始のお知らせ実施団体募集開始のお知らせ実施団体募集開始のお知らせ
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相続登記はお済みですか!?相続登記はお済みですか!?相続登記はお済みですか!?

ごみの持ち込み

大田（橋北）
大田（橋南）
川合・久利
久手（鳥越含む）
鳥井・長久（新諸友含む）
静間・五十猛・大屋
富山・朝山・波根
大森・水上・祖式・大代
三瓶・山口（大田野城含む）
仁摩地区 
温泉津地区
▼不燃粗大ごみ　
久手（鳥越含む）
富山・朝山・波根

６月不燃ごみの収集日

19
21
20
24
28
18
26
27
17
25
27

日

▼燃やせるごみ
大田可燃物中間処理施設（静間町）
▼不燃ごみ
大田市不燃物処分場（仁摩町宅野）
▼プラスチック製容器包装
大田容器包装リサイクルセンター
　　　　　（静間町／一般家庭のみ）
※　事業所は持込みできません。
▼資源物Ａ・Ｂ・Ｃグループ
大田リサイクルセンター
（大田町野城／休日・一般家庭のみ）
※　事業所は持ち込みできません。
※　平日は一般家庭の持ち込みもでき
ません。

【平日】（祝日・休日は除く）
一般家庭　９時～16時
事 業 所　９時～15時

【休日】　２日・16日　
一般家庭　８時30分～11時30分
※　事業所は休日に持ち込みできま
せん。

20

日５
７
６
10
14
４
12
13
３
11
13

６日
11日

予
約
制

マイナンバーカードの手続きに

休日と夜間に窓口を開設
　マイナンバーカードの交付・申請・更新につい
て、次のとおり、休日窓口の開設と平日の窓口延
長をおこないます。
　市役所の開庁時間内にマイナンバーカードの申
請や受け取りが難しいかたは、ぜひ、ご利用くだ
さい。
　事前に市民課への予約が必要です。

９日

７日

６月

７月

17日

22日

平日窓口延長（月曜日）
17:15～19:30

休日窓口（日曜日）
8:30～12:00

※　予約状況に応じて変更する場合があります。

▽申請・交付場所　　市役所本庁　市民課
　※　支所ではおこないません。
　※　現住所が温泉津町と仁摩町の人は、それぞれの支所でマイナン
　バーカードを保管していますので、５日前までにご連絡ください。
▽取扱事務　　マイナンバーカードの申請・交付・更新事務のみ
　※　住民票など各種証明書の交付事務はおこないません。
▽申し込み　　予約制
　※　市民課へ事前に予約をしてください。予約状況によっては、希望
　の日時に受け取りができない場合があります。

　　　　　　　　　　　　　　　　 　・問市民課（☎0854‐83‐8067）申

介護保険料の還付金詐欺に注意！
介護保険課の職員が、ＡＴＭへ行くよう案内すること
はありません。不審な場合は、介護保険課へお問い合
わせください。
　　　　　　　　 問介護保険課（☎0854‐83‐8063）

▽開設日時
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　・問県央保健所健康増進課（☎0854‐84‐9823）申

申

申

６月の相談

21

生活相談

こころの健康相談（要予約）

難病相談

ふくし
よろず
相　談

月～金
９時～17時
専用電話
0854‐84‐7577

暮らしの困りごと、悩みご
とに関する総合的なサ
ポート
（電話・来所・訪問）

司法書士
相　　談

法律相談
（弁護士による
パソコン面談）

11日㈫ 
10時～12時
要予約・無料

市社会福祉協議会本所

市社会福祉協議会本所

しまね難病相談支援
センター（出雲市）
（☎0853‐24‐8510）

　・問市社会福祉協議会本所（☎0854‐82‐0091）

27日㈭ 15時～17時 県央保健所

エイズ・肝炎検査、骨髄バンク登録（要予約）

　・問県央保健所　医事・難病支援課（☎0854‐84‐9825）
４日㈫・18㈫ ９時30分～11時 県央保健所

７日・14日・21日・
28日（いずれも金）
10時～15時40分
要予約・原則無料。
３回目の継続相談
から有料。

年金相談（要予約）
４日㈫　10時～15時

市役所４階大講堂
20日㈭  10時～15時

交通事故相談（要予約）

　出雲年金事務所お客様相談室（☎0853‐24‐0045）
問市民課（保険年金係）（☎0854‐83‐8154）
※　ご予約は出雲年金事務所お客様相談室まで

申

　島根県交通事故相談所（松江市）（☎0852‐22‐5102）
問危機管理課（☎0854‐83‐8009）

４日㈫　９時～15時 市役所２階第２会議室
申

人権相談
14日㈮　13時～16時 温泉津まちづくりセンター

　市役所本庁の税務課収納管理係で市税・国民健康保険
料・後期高齢者医療保険料の納付や相談を受け付けます。
★夜間納付・相談窓口（17時15分～20時）
　５月29日㈬、30日㈭、31日㈮
　６月26日㈬、27日㈭、28日㈮
★休日納付・相談窓口（10時～14時）
　６月16日㈰

  問税務課収納管理係（☎0854‐83‐8026）

納期限および口座振替日
固定資産税

軽自動車税（種別割）
市県民税

７月１日
－
－

１期

５月31日
１期
全期
－

期限内に納付をお願いします税・保険料

14日㈮　19時～20時30分

移動ナースバンク

問島根県ナースセンター（☎0852‐27‐8510）
26日㈬ 13時30分～16時 ハローワーク石見大田

福祉職場相談会

問島根県福祉人材センター石見分室（☎0855‐24‐9340）
26日㈬ 13時30分～15時30分 ハローワーク石見大田

はぴこ交流サロン（無料の結婚相談会）
１日㈯　10時～11時30分

大田まちづくりセンター

問大田はぴこ会事務局（☎080‐2940‐7266）
電話受付：平日10時～18時、第２金曜日10時～21時

問人権推進課（☎0854‐83‐8038）

７日㈮　９時～12時 市役所３階第２会議室
行政相談

　ハローワーク石見大田（☎0854‐82‐8609）
　サポートステーション出雲（☎0853‐31‐6663）
申

問人権推進課（☎0854‐83‐8038）

21日㈮　10時～16時 おおだふれあい会館
石見法律相談センター相談会（要予約）

若者就労相談（要予約）
14日㈮　10時～12時 ハローワーク石見大田

　・問石見法律相談センター（☎0855‐22‐4514）
相談（40分以内）は原則無料。３回目の継続相談から有料。
申

申

月曜日～金曜日
８時30分～16時30分
電話相談のみ
１日㈯ ９時～11時30分

一般相談

就労相談
（要予約）

12日㈬　
13時30分～15時30分



2024年
５
月
23日

発
行
　
　
　
　
　NO.241

次
号
は
６
月
20日

発
行
の
予
定
で
す
　
㈱
急
行
印
刷
納

■
発

行
・

企
画

・
編

集
／

大
田

市
役

所
政

策
企

画
課

 広
報

広
聴

係
　

〒
694－

0064 大
田

市
大

田
町

大
田

ロ
1111番

地
　

☎
0854－

83－
8006　

Fax0854－
82－

6667
　

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 https://w
w

w
.city.oda.lg.jp/　

メ
ー

ル
 o-koho@

city.oda.lg.jp
見

や
す

い
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
フ

ォ
ン

ト
を

採
用

し
て

い
ま

す
。

環
境

に
優

し
い

植
物

油
イ

ン
キ

を
使

用
し

て
い

ま
す

©
2012 大

田
市

 ら
と

ち
ゃ

ん
 K566

　「
波
根
町
」
と
言
え
ば
、
日
本

遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
立
神
岩

の
風
景
を
思
い
浮
か
べ
る
人
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
波
根
町
で
年
６
回
発
行
さ
れ
る

地
域
向
け
の
広
報
紙
『
波
祢
』。

地
域
の
歴
史
や
町
の
活
動
記
事
、

写
真
を
カ
ラ
ー
で
多
く
掲
載
し
、

読
者
が
楽
し
め
る
紙
面
と
な
っ
て

お
り
、
現
在
で
は
２
４
０
号
以
上

を
発
刊
し
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
広
報
紙
『
波
祢
』
で
す

が
、
町
内
に
配
付
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
県
外
に
い
る
波
根
町
出
身

者
に
送
る
取
り
組
み
が
令
和
元
年

度
か
ら
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

紙
面
に
は
「
お
便
り
Ｄ
Ｊ
」
と
い

う
出
身
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
感
想

を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、

こ
の
広
報
紙
が
「
文
通
」
と
い
う

か
た
ち
で
「
ふ
る
さ
と
」
と
出
身

者
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
も
応

援
し
て
く
れ
る
人
の
多
さ
に
、
広

報
紙
を
制
作
す
る
波
根
ま
ち
づ
く

り
運
営
委
員
会
広
報
編
集
部
の
田

中
敬
二
さ
ん
は
「
波
根
を
懐
か
し

ん
で
く
れ
る
出
身
者
か
ら
の
お
便

り
が
、
制
作
の
励
み
に
な
っ
て
い

る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
田
中
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し

ま
し
た
。

―
出
身
者
に
広
報
紙
『
波
祢
』
を

送
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
な
ぜ
で

す
か
？

　「
出
身
者
の
か
た
と
の
交
流
を

考
え
た
と
き
に
、
ふ
る
さ
と
の
様

子
が
分
か
る
広
報
紙
を
送
る
と
喜

ば
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

し
た
。同
窓
会
の
名
簿
を
手
が
か
り

に
連
絡
を
と
り
、送
付
の
希
望
を
聞

き
、
送
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

関
係
人
口
を
生
か
し
た

　
　
　
　
　ま
ち
づ
く
り

関
係
人
口
を
生
か
し
た

　
　
　
　
　ま
ち
づ
く
り

〜
広
報
紙『
波
祢
』が
育
む
出
身
者
と
の
絆
〜

〜
広
報
紙『
波
祢
』が
育
む
出
身
者
と
の
絆
〜

「
ふ
る
さ
と
」と
出
身
者
を
結
ぶ
広
報
紙
で

「
ふ
る
さ
と
」と
出
身
者
を
結
ぶ
広
報
紙
で

―
読
者
（
出
身
者
）
か
ら
の
反
響

は
い
か
が
で
す
か
？

　「
ふ
る
さ
と
が
懐
か
し
い
と
い

う
声
を
多
く
い
た
だ
き
ま
す
。

　
離
れ
て
い
て
も
、
ふ
る
さ
と
を

気
に
か
け
て
く
れ
る
か
た
や
、
帰

省
し
た
と
き
に
は
地
域
の
行
事
に

参
加
し
て
く
れ
る
か
た
な
ど
、
波

根
に
住
ん
で
い
な
く
て
も
応
援
し

て
く
れ
る
存
在
が
い
る
こ
と
は
、

と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
。
こ
の

広
報
紙
『
波
祢
』
を
通
じ
て
、
少

し
で
も
「
ふ
る
さ
と
」
と
関
わ
り

を
も
っ
て
も
ら
い
、
帰
省
し
た
と

き
に
は
地
域
の
人
と
交
流
を
楽
し

み
、
一
緒
に
地
域
を
盛
り
上
げ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

　
広
報
紙
を
使
っ
て
関
係
人
口
を

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
お
こ
な

う
波
根
。
今
後
の
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
が
楽
し
み
で
す
。

　
出
身
者
で
広
報
『
波
祢
』
の
送

付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
こ
ち

ら
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
波
根
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
–
85
–
８
６
２
５
）

＊＊

は
ね
は
ね

波根まちづくりセンターの長澤武センター長（左）、波根まちづくり運営委員会広報委員長の
渡辺　夫さん（中央）、同委員会広報編集部の田中敬二さん（右）
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